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１９０７年（明治４０年）の創業当時から、一貫

して印刷・製本業界向けに究極の“紙揃え機”

を製造している。技術の進歩とともに開発す

るその製品は、常に“国産１号機”を産み出

し、業界をリードしてきた。１０３年が過ぎた

今も、当社には創業者が追い求めた技術開発

に対するあくなき探求のDNAが宿っている。

創業者の工藤源吉は、文明開化の時代の波

に乗って、急速に進歩していく印刷技術に着

目。印刷した紙を綴じる機械を独自に開発し

て、製本業者に売り込んだ。製品化した機械

は『針金綴機』（ケトバシ式）と呼ばれるも

ので、らせん状に巻いた針金で印刷物を綴じ

こむ方式。簡単にいえば現在のホッチキスと

同じ原理で、人間の力によって束ねた紙の上

から針金を押し込む。源吉は、この製品を全

国の製本屋に売り込み、ほぼ独占的なシェア

を築いた。

２代目を継いだのが祐寿（すけとし）で、

１９１４年（大正３年）に社長に就任、国産第１

号の針金綴機を改良しながら１９１８年（大正７

年）には自動で綴じこむ『ツル式』を開発。

さらに、業績を伸ばし、製本機械メーカーと

しての地位を確立させた。祐年は当時で言う

ハイカラでモダンな人物だったそうで、仕事

に打ち込む一方で射撃競技に熱中、日本一の

タイトルまで取る腕前だったと言う。当時で

は珍しい社員の慰安旅行も企画し、現在の社

章も制定している。

祐寿の時代は関東大震災や世界金融恐慌、

第１次世界大戦に続く第２次世界大戦と激動

の連続で、特に太平洋戦争時下では必需物資

の統制で製本印刷機械の製造が禁止されるほ

ど。順調だった本業は一時休眠を迫られ、１９４４

年（昭和１９年）には航空機の部品を製造する

専属工場になった。しかも、終戦の年には文

京区の本社工場や住宅が東京大空襲で全焼、

足立区内に移転するなどの苦難を味わってい

る。
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戦後、焼け野原の中から裸一貫で社業を復

活させたのが３代目の義（よし）で、もとも
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株式会社工藤鉄工所

創立８０周年の年に新築移転した本社工場＝川口市東領家

本社玄関には創業時代に製造した各種国産１号機が
展示されている
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とは職業軍人だった。陸軍の士官で戦時中は

旧満州に出兵、終戦後復員して祐寿の下で社

業を担ったが、社長に就任した年の１９５０年（昭

和２５年）には朝鮮戦争が勃発、特需景気の波

を生かして経営を軌道に乗せる。増加する需

要に対応するため、工場を新築拡張する一方、

設備の充実も図り『高速度自動中綴機械』の

製造を開始し、従来品のR型針金綴機械の

改良にも着手している。

この頃まで、印刷物の綴じ込み方法は束ね

た紙の外側から針金でホッチキスのように綴

じ込んでいたが、『高速度自動中綴機械』を

国内で初めて開発したことで、紙の中間に綴

じ込むことが可能となり、しかも人力だった

綴じ込みから動力を使ったものに発展。画期

的な綴じ込み方法として注目され、製本技術

に一つの革命を起こした。中綴じができるよ

うになったことで、創刊し始めた週刊誌に中

綴じ方式が採用され、当社の『高速度自動中

綴機械』がその製本に威力を発揮した。
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３代目の義は、昭和末期までの長い期間に

わたって社業を支え続け、当社を見事に蘇生

株式会社工藤鉄工所略年表

�１９０７年（明治４０年） 初代、工藤源吉が東京市小石
川区戸崎町２３番地に工藤鉄工所を設立。国内で初
めて針金綴機を開発、印刷物の綴じ込機械として
製造販売を開始する

�１９１４年（大正３年） 工藤祐寿が代表取締役社長に
就任

�１９１８年（大正７年） ドイツの L・レイボルト商会
と技術提携。国産第１号の針金綴機械を改良し、
７１／２型の製造に成功する

�１９２１年（大正１０年） 現在の社章を制定
�１９４５年（昭和２０年） 東京大空襲で工藤鉄工所の工
場・住宅を全焼し、足立区に移転する

�１９４６年（昭和２１年） 仮工場と住居を再建し、戦後
復興に着手

�１９５０年（昭和２５年） 工場を新築拡張し、設備の充
実を図る。高速度自動中綴機械の製造を開始

�１９５２年（昭和２７年） 針金綴装置の特許を取得
�１９５４年（昭和２９年） 国産第１号の自動紙突揃機械
の開発に成功

�１９６４年（昭和３９年） 小型自動紙突揃機MK６４型を
開発、特許を取得

�１９６５年（昭和４０年） 株式会社に組織変更。社長に
工藤義が就任

�１９６９年（昭和４４年） 全自動紙突揃機「クドエース」
を東京都優良機械見本品試作助成金を受けて開発

�１９７１年（昭和４６年） 東京都文京区の本社工場敷地
内に鉄骨３階建て延べ約４５３平方メートルの社屋
が完成

�１９７４年（昭和４９年） クドエース１，０００台発売記念
機を東京都大田福祉工場に寄贈

�１９７６年（昭和５１年） 資本金を１，０００万円に増資
�１９７７年（昭和５２年） 創立７０周年記念を盛大に開催
し、経営基本方針や５大精神を制定する

�１９８２年（昭和５７年） 大阪営業所を開設
�１９８３年（昭和５８年） クドエース３，０００号の販売を
達成。記念にシンガポールの社員旅行を実施する

�１９８４年（昭和５９年） 工藤義社長が東京都科学技術
賞功労賞を受賞

�１９８７年（昭和６２年） 川口市東領家に本社工場が完
成。大阪市守口市に３階建て事務所を新築。創立
８０周年記念を挙行する。この年、工藤義が取締役
会長に、木村光夫が代表取締役社長に就任

�１９８９年（平成元年） クドエース５，０００台の販売を
達成

�１９９３年（平成５年） 代表取締役社長に工藤英知が
就任

�１９９４年（平成６年） 埼玉県彩の国モデル工場に指
定される

�２０００年（平成１２年） 印刷紙の反転、白紙の棒積み
などの省力化装置「パイルジョガー」と「パイル
リフター」を開発

�２００１年（平成１３年） クドエースMJが埼玉県工
業製品グランプリを受賞

�２００７年（平成１９年） クドエース１０，０００台の販売を
達成

会社概要
社 名 株式会社工藤鉄工所
所 在 地 川口市東領家５‐４‐１０
Ｔ Ｅ Ｌ ０４８‐２２２‐８０００
Ｆ Ａ Ｘ ０４８‐２２２‐８００１
創 業 １９０７年（明治４０年）
資 本 金 １，０００万円
従 業 員 ４０人
事 業 内 容 印刷、製本、紙工関連機械及

び産業用自動機の設計、製作、
販売

支 店 大阪支店
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させた中興の祖だが、その礎となったのが、た

ゆまぬ技術開発への情熱だった。画期的な『高

速度自動中綴機械』の開発から５年後の１９５４

年（昭和２９年）には、これも国産初となる『自

動紙突揃機』を開発。当時の金額にして９万

円と言う高価な機械だったにもかかわらず、

爆発的に売れ、一大ヒット商品になった。

この紙突揃え機は、畳半畳ほどの大きさで

振動によって紙の束を自動的に揃えるという

シンプルな原理ながら、全国の印刷所が争っ

て購入。『知らない者は印刷業界のモグリだ』

とまで言わしめた機械で、当時拡張した工場

で月産６０台を生産しても注文の行列ができ、

納期が１年先になるほどだった。大蔵省印刷

局にも納入され、その改良型が現在でも印刷

局に納められている。ちなみに、この原理を

応用してフラスコを振動させて実験する『ロ

ータリーシェーカー』という機械も開発、大

手医薬メーカーに販売した。

当社が開発してきた機械は、この『ロータ

リーシェーカー』を除いて、すべて印刷・製

本業界向けで、その意味では業界の発展とと

もに成長してきたと言える。そして世に出し

た機械は常に国産１号という先駆けを担い、

その後に開発した電話帳の表紙を張り付ける

『連続自動焼付機』や、各種伝票類などに使

われる『マーブル貼機』も当社が最初に開発

したものだ。特に、自動で紙を揃える製品は

その後、『クドエース』という商品名で引き

継がれる名機となり、その１号機は東京都優

良機械見本品試作助成金を受けて１９６９年（昭

和４４年）に開発された。
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アポロ１１号による人類初の月面着陸が成功

した年に誕生した『クドエース』は、好調な

売れ行きを見せたことから業績に大きく貢献。

創業地の文京区白山に本社工場を新築するま

でに寄与し、１９７３年（昭和４８年）には『R１００

作戦』という増産計画を打ち出すまでになっ

た。月産１００台の製造を目指した目標は、社

員に徹夜の連続を強いる結果となったが、社

員たちの士気は落ちず翌年には通算１，０００台

の販売を達成している。

生産に次ぐ生産で、文京区の本社工場は手

狭となり、１９８７年（昭和６２年）には創業地を

離れて川口市東領家の現在地に移転、同時に

創立８０周年の式典を挙行。これを機に義社長

は取締役会長に退き、社長には営業畑一筋で、

シシリリーーズズ１１００００年年企企業業へへのの挑挑戦戦

出荷を待つ一大ヒット製品の「クドエース」

工場内では「クドエース」の組み立てが進む
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片腕だった専務の木村光夫を４代目社長に推

挙した。

英知が５代目社長に就任したのは１９９３年

（平成５年）のことで、長く続いた２大政党

の５５年体制が崩壊し、細川連立内閣が誕生し

た年だった。その英知社長は実父の義につい

て、「職業軍人だっただけにものすごく厳し

い人間だった」と言う。「私が資材部に配属

された頃の事だったが、積まれたベアリング

の箱に書かれている型番の順番が違っている

だけで怒られたほど。細かい人間だと言われ

ればそれまでだが、『飛行機ならネジ１本緩

んでいるだけで何十人もの人が死ぬ』との言

葉が口癖で、口やかましく言っていた。それ

に加えて、機械に関しては絶対に故障しない

ものを造れ、信用第一という業務命令で、そ

れだけに当社の機械を購入すれば２０年は故障

せずに使える」と話す。
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父の教えは『実意をこめてすべてを大切

に』という家訓として残り、『すべてに手抜

きをするな』『良いものを造れ』『客の信用が

第一』との言葉で今に受け継がれている。そ

の教えに従いながら印刷に必要な機械一筋に

打ち込んできたが、一抹の不安は隠せない。

「確かに１００年以上の間、細々と紙に関係す

る機械ばかりを製造してきたが、だからこそ

会社が大きくなれなかったのかもしれない。

ITの進歩で電子書籍などの電子媒体を考え

ると、紙の媒体に頼っていては規模が小さく

なるだけだ」と憂える。

そこで今、英知社長は紙媒体の機械製造か

ら脱皮を目指している。主力製品の「クドエ

ース」を筆頭に、当社の製造機械は振動を利

用した製品ばかりだが、そこにノウハウが凝

縮されているため、「紙を相手にしたもので

はなく、例えばカップラーメンの蓋だとか容

器、ケースなど振動で揃えるもの。あるいは

社会福祉関係や環境関連などニッチな分野で

も良いから行き場がないものかと模索してい

る」と話す。そのためには「財政的に苦しく

とも技術開発費は惜しまず投資していく」。

技術屋の社長らしい考え方で、社員とともに

アイデアを出し合いながら新製品開発に取り

組んでいる最中だが、１００年企業としての誇

り持ちながら「決して守りには入らいない」

覚悟でいる。

（文中敬称略）

「これからも新製品を開発していく」と話す
５代目工藤英知社長

本社新築時に建碑した家訓


